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triphosphate hydrolase; Dinucleosidetriphosphatase; Fragile histidine triad protein
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はヒスチジントライアド遺伝子ファミリーの一員であり、プリン代謝に関与するジアデノシン5',5'''-P1,P3-三リン酸加水分解酵素をコードする。この遺伝子は、3番染色体上の共通脆弱部位FRA3Bを包含しており、発がん物質誘発性の損傷により、この遺伝子の転座および異常転写産物が生じる可能性がある。実際、この遺伝子の異常転写産物は、食道癌、胃癌、および結腸癌の約半数で見つかっている。この遺伝子には、選択的スプライシングによる転写産物バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2009年10月],触媒活性：P(1)-P(3)-ビス(5'-アデノシル)三リン酸 + H(2)O = ADP + AMP.,補因子：二価陽イオン。マグネシウムが代替となるが、マンガン、および程度は低いもののカルシウムやコバルトも代替可能である。亜鉛、カドミウム、ニッケルには含まれません。,疾患：FHITに関連する染色体異常は、早期発症の両側性および多巣性明細胞腎癌[MIM:144700]で観察されます。転座t(3;8)（3p14.2）。,疾患：消化管癌に関連しています。脆弱部位遺伝子座FRA3Bを含む染色体3p14.2のコード領域の欠失により、多くの腫瘍型で異常なFHITタンパク質が見つかっています。,機能：A-5'-PPP-5'Aを切断してAMPとADPを生成します。特定の組織の腫瘍抑制因子である可能性があります。,質量分析：PubMed：15007172,類似性：1つのHITドメインを含みます。,サブユニット：ホモ二量体。,組織特異性：検査したすべての組織で低レベルの発現が見られました。リン酸化FHITは肝臓と腎臓で観察されたが、脳と肺では観察されなかった。試験した全てのヒト腫瘍細胞株において、リン酸化FHITは検出されなかった。
	研究分野
	プリン代謝;小細胞肺がん;非小細胞肺がん;
	画像データ
	

	FHIT抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	FHIT抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	FHIT抗体を用いたA549細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Fhitポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈した（4°、一晩）。2、抗原賦活化には高圧高温EDTA（pH8.0）を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈した（4°、一晩）。2、抗原賦活化には高圧高温EDTA（pH8.0）を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈した（4°、一晩）。2、抗原賦活化には高圧高温EDTA（pH8.0）を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

